
別紙１

[bookmark: _Hlk161238315]農業者等の生産方式革新事業活動の取組※

※　スマート農業技術活用促進資金、スマート農業技術活用投資促進税制の活用を希望する農業者等ごとに記載すること。

	農業者等

	1 氏名又は名称：　　　　　　　　　　　　　
（法人の場合はその代表者の氏名：　　　　　　）
2 住所又は主たる事務所の所在地：
3 連絡先
・電話番号：　　　　　　　　　　　　　　
・E-mail：



１　生産方式革新事業活動に関する事項
1 生産方式革新事業活動の内容
各項目について、計画内で同一の取組を行う場合は、「計画本体４の（４）のとおり」と記載すること。
	Ａ　品目
	

	Ｂ　スマート農業技術を活用した農産物の生産又は農業経営管理の内容
	

	Ｃ　スマート農業技術の効果を十分に発揮させるために導入する新たな生産の方式
	分類
	□
	イ
	スマート農業技術を活用した作業効率の向上に資するほ場の形状、栽培又は飼養の方法、品種等の導入

	
	
	
	
	□
	農地の区画拡大や区画整理等の基盤整備を行う場合

	
	
	□
	ロ
	スマート農業技術の活用による機械化体系に適合した農産物の出荷方法の導入

	
	
	□
	ハ
	スマート農業技術で得られるデータの共有等を通じた有効な活用方法の導入

	
	
	□
	ニ
	その他（スマート農業技術の性格、生産する農産物の特性等に応じてその効果の十分な発揮のために不可欠な生産の方式）

	
	内容※注1
	

	Ｄ　ＢとＣの関連性
	


注１　基盤整備を実施する場合（項目Ｃのイで、基盤整備にチェックした場合）は、活用する事業名、地区名、工事の実施時期、実施内容についても記載すること。

2 経営面積の状況
【面積単位：ha】
	年度
	現状
（令和○年度）
	目標年度
（令和○年度）

	総作付面積（Ａ）
	
	

	対象品目の栽培面積
	
	

	対象品目の栽培面積のうち生産方式革新事業活動に取り組む面積※注１（Ｂ）
	
	

	
	新たな生産の方式を導入する面積
	うち取組イ※注２（Ｃ）
	
	

	
	
	うち取組ロ※注２
	
	

	
	
	うち取組ハ※注２
	
	

	
	
	うち取組ニ※注２
	
	

	目標年度における面積の割合
	（Ｂ／Ａ）
	
	％

	
	（Ｃ／Ｂ）
	
	％


注１　「生産方式革新事業活動に取り組む面積」には、既に導入済の面積も含めること。
２　「新たな生産の方式を導入する面積」のうちイ、ロ、ハ、ニは、１の①Ｃの類別毎の取組面積を記載すること。
３　売上高で比較する場合は、項目及び単位を変更するとともに、項目を「総売上高」「対象品目の売上高」「対象品目の売上高のうち生産方式革新事業活動により生産した農産物の売上高」「新たな生産の方式により生産した農産物の売上高」「目標年度における売上高の割合」に変更すること。また、飼養頭数で比較する場合も、項目及び単位を同様に変更すること。

２　経営の持続性の確保に関する事項
	申請者名：
	現状
（○年○月期）
	目標
（○年○月期）

	ア：経営規模
	
	

	イ：収入
	
	

	ウ：経営費（生産コスト）
	
	

	エ：所得（イ－ウ）
	
	


注１　目標年度における計画に係る品目に係る所得が、計画実施前（現状値）以上で、かつ正となるようにすること。
２　「ア：経営規模」には、計画に係る品目に係る経営面積や飼養頭羽数、生産量、労働力等のいずれかの現状値及び目標値を記載すること。
３　「エ：所得」には、計画に係る品目に係る所得の現状値及び目標値について記載すること。
４　イ、ウ、エに記載する数値は概数でも差し支えない。
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農業者等  

①   氏名又は名称：                 （法人の場合はその代表者の氏名：        ）   ②   住所又は主たる事務所の所在地：   ③   連絡先   ・電話番号：                  ・ E - mail ：  

  １   生産方式革新事業活動に関する事項   ①   生産方式革新事業活動の内容   各項目について、 計画内で 同 一の取組を行う場合は、「計画本体４の（４）のとおり」と 記載すること 。  

Ａ   品目   

Ｂ   スマート農業技術 を活用した農産物の 生産又は農業経営管 理の内容   

Ｃ   スマート農業技術 の効果を十分に発揮 させるために導入す る新たな生産の方式  分類  □  イ  スマート農業技術を活用した作業効率の向上に資 するほ場の形状、栽培又は飼養の方法、品種等 の 導入  

□  農地の区画拡大や区画整理等の基盤整備を行 う場合  

□  ロ  スマート農業技術の活用による機械化体系に適合 した 農産物の出荷方法の導入  

□  ハ  スマート農業技術で得られるデータの共有等を通 じた 有効な活用方法の導入  

□  ニ  その他（スマート農業技術の性格 、生産する農産 物の特性等に応じて その効果の十分な発揮のため に不可欠な生産の方式）  

内容 ※注 1   

Ｄ   ＢとＣ の関連性   

注 １   基盤整備を実施する場合（項目Ｃのイで、基盤整備にチェックした場合）は、活用する事業 名、地区名、工事の実施時期、実施内容についても記載すること。    

